





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































出羽三山信仰および修験者との関わりからこの伝承を跡づけたものである。同書の記述 拠 な ら、出羽三山信仰と「お竹大日」の関係を見ていこう。
そもそも「出羽三山」という括り方がまず問題となる。出羽三山では、本来湯殿山が大日如来、羽黒山は観音菩




































達は、おそらく一方的ではなく双方向的であった。そして、その伝達網を担っていたのは、出羽三山の修験者のネットワークであったものと想像される。湯殿山と羽黒山（正善院） 、いずれ の関係がより原初的であるかはひとまず措くとして、元文・安永版の縁起に「武蔵国比企郡」 修験者が登場している とからは、出羽三山 修験者 情報経路が、出羽のみならず各地に配備され いたことが窺える。 「お竹大日」信仰は、そのネットワークに乗って流布したという一面もあるのではないか。
ここで改めて気にかかるのが お竹 主人「佐久間某」の位置づけである。既に見てきたように、 「お竹大日」関
二八






















































































































































































山の修験者の知るところとなり、その信仰圏に吸収される形で羽黒山に移さ 祀られるに至ったとも考えられる。あるいは逆に、羽黒修験の側から、 「頓死し 蘇生 た下女」の雇い主としての役割を持ちかけられ 可能性もあろうか。いずれにしても、お竹 顕彰 前後して、佐久間氏が 黒修験と る種の提携関係 結んでいたことを想像しうるのであ 。 「佐久間大日 称まで が行われたと う所伝は、羽黒修験と提携するにあたり、佐久間氏側に有利な条件を残したものと見るのは穿ちすぎ あろうか。
はやく『玉滴隠見』の記事でも、湯殿山の黄金堂に顕現したお竹とともに「娑婆ニテノ主也シ佐久間婦夫ハ両脇立



























者がその流布に関与していた可能性を検討してきた。ただし、江戸の地におけるお竹伝の浸透には、もう一つ、江戸という土地と結びついた発信源も存在 いた である 以下、本節では江戸の地誌・名所記と「お竹大日」説話の流布について検討してみた 。
先述の通り、お竹の記事として最も早いものは、先引の写本『玉滴隠見』であるが、写本である以上、流布の範囲





























より、評判を聞いた人々が参集、流し板を「切取」る騒ぎになったため、心光院に寄進したという。ここで佐久間氏に加えて「須藤氏」の名が見えるが 後者は他の「お竹大日」資料には見えず、要考証。いずれにしても、『再校江戸砂子』にいう水盤の「光明奇怪の事」が現れ いることに注目したい。この逸話はこれまで見てきた略縁起にはみえず、寺宝の「流し板」を前面に出した、心光院ならではの記述と言えよう。羽黒山を中心とした信仰に加えて、心光院を中心とした別系統の「お竹大日」伝承が行われ、しかも十八世紀後半以降 両者はある程度融合しながら成長していくのである
四五
。

























る江戸出開帳を行い、略縁起を板行して「お竹大日」の浸透につとめ 。お竹を 大日如来の化身」と明確に規定したのも、おそらくは正善院および玄良坊を中心とする羽黒修験 よるものであったと推定される。お竹の木像の寄進をはじめ、その祭祀にあた ては、お竹の雇い主であった佐久間氏の積極的な関与が想定できる。大伝馬町 草分名主であっ 佐久間氏は元禄期に退転するが、親族にあたる馬込氏 名主職を相続、これとあわせて お竹の木像 修理など、 「お竹大日」信仰 関わる職分も引き継いだことが知られる。
羽黒山を中心とする「お竹大日」 称揚と軌を一にして、江戸の地では、佐久間氏 菩提寺であった心光院が、こ










 お竹大日」 （ 『江戸文芸叢話』ぺりかん社、一九九五年） 。このほか、主な先行研究としては、藤田徳
太郎「お竹大日如来」 （ 『日本小説史論』至文堂、一九三九年） 、宮田登「お竹大日如来――江戸の都市伝説」 （ 『江戸文学』第四号、一九九〇年一一月） 、小松和彦「お竹――羽黒山お竹大日堂」 （ 『神になった人びと』淡交社、二〇〇一年）等がある。また、展示図録としては、牛島史彦編『江戸の旅と流行仏―― と出羽三山』 （板橋区郷土資料館、一九九二年） 、 『浮世絵師たちの神仏』 （渋谷区松濤美術館、一九九九年）等にも関連資料が収載される。このほか、絵解き研究など、個別の観点からの先行研究については、本稿中の該当箇所で適宜挙げ三『内閣文庫所蔵史籍叢刊』第四四巻（汲古書院、一九八五年）三七五頁。なお、引用に際して用字を一部改めるとともに適宜一字空白を設け、濁点を施した。以下、引用中 傍線・強調等は引用者 よる。四『日本随筆大成』第二期第五巻（吉川弘文館、一九七四年）三八九～三九〇頁。五なお「お竹大日」には、民俗学的観点から、昔話や民譚の類型と関連づける研究も行われている。柳田国男は「お
















1516 ） 。所蔵者整理書名としては、 「法隆寺
霊宝目録外十二記録
　






















































館調査報告書第 一集、江戸東京博物館発行、二〇〇九年） 、③「江戸町名主の社会的位置――大伝馬町名主馬込家を事例として」 （志村洋・吉田伸之編『近世の地域と中間権力』山川出版社、二〇一一年） 、④「江戸町名主馬込勘解由の明治維新」 （ 『日本歴史』八〇二号、二〇一五年三月） 。　
なお、馬込家の文書は「大伝馬町名主馬込家文書」として東京都江戸東京博物館に所蔵され、同館図書室にてマイ






天正十八年に家康に従って江戸に来たといひながら、直ぐその後に元和元年大阪から凱陣の家康を遠州浜松に迎へ、馬込姓を賜はり、属従して江戸に入り、御伝馬役を勤めたといひ、如何にも記事が混雑している」 （四六七頁） 。同じく幸田稿に引かれる「代々判鑑」によれば 初代・二代の印鑑・遺物等は焼失の由、 「従御入国伝馬役名主役共々無懈怠相勤、喜與迄三代」 （幸田稿所引、四六七頁）とあり、正確に事績を辿り得るのは三代目喜與以降のようである。三
一高山稿③一六五頁。江戸博整理史料名としては「 （佐久間家歴代当主覚書） 」 （〇九〇〇五四九） 。
三
二「御伝馬役所は馬込氏の宅にて、表に冠木門有り、表玄関有り、此所にて御伝馬の御用を取扱ふ」 （前掲『そらをぼ
















































七心光院に現存する竹女遺品の「流し 」と葵紋 箱は、前掲『江戸の旅と流行仏』に写真を掲載（一〇頁） 。また
寺内の「於竹大日堂」は、俳優・大阪志郎氏の母が、秋田から子連れで上京し、立派に子を育て上げた礼として昭和三五年頃に祠堂を寄進したも という（ 『江戸の旅と流行仏』三六頁） 。四
八注二四前掲書、二九頁。
四
九注二前掲論文、二六三～二六四頁。
